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同人雑誌紹介

弦弦

愛
知
県

同
人
誌
相
互
の
交
流
を
軸
に

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
図
る
と
い
う
効
果

も
生
ま
れ
た
。

　

ま
ず
年
一
回
の
総
会
と
そ
の
後
の
講
演
会
。
今
ま
で
の
講
師
に
は
、

村
田
喜
代
子
、
中
村
文
則
、
堀
江
敏
幸
、
谷
川
俊
太
郎
、
平
野
啓
一

郎
、
稲
葉
真
弓
、
吉
村
萬
壱
、
辷
原
登
、
中
上
紀
さ
ん
な
ど
著
名
な

作
家
も
多
い
。
講
演
終
了
後
の
親
睦
会
で
は
講
師
も
含
め
て
、
交
流

を
深
め
て
い
る
。

　

次
に
、
年
一
回
開
か
れ
る
「
会
誌
中
部
ペ
ん
」
を
読
ん
で
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。
中
部
の
同
人
誌
か
ら
の
公
募
作
品
か
ら
選
ば
れ
る
中
部

ペ
ン
文
学
賞
の
作
品
を
中
心
に
、
会
員
の
掌
編
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
な

ど
に
つ
い
て
一
般
の
参
加
者
と
共
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
。

　

三
つ
目
は
、
年
二
回
発
行
の
機
関
誌
「
中
部
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」
に
よ

　
は
じ
め
に

「
弦
」
が
二
〇
〇
八
年
に
同
人
雑
誌
紹
介
の
ペ
ー
ジ
を
頂
い
て
以
来
、

今
回
の
長
沼
宏
之
さ
ん
の
「
睡
蓮
」
の
優
秀
賞
受
賞
に
伴
い
、
四
度

目
の
機
会
と
な
っ
た
。
十
二
年
間
に
四
回
と
い
う
の
は
、
ま
こ
と
に

名
誉
な
こ
と
で
あ
る
。
創
刊
五
十
二
年
、
次
号
で
一
〇
八
号
を
迎
え

る
「
弦
」
は
中
部
地
方
で
は
歴
史
の
あ
る
同
人
誌
で
は
あ
る
が
、
同

人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
地
味
な
雑
誌
か

も
し
れ
な
い
。
い
い
意
味
で
堅
実
で
は
あ
る
が
、
老
人
誌
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

さ
す
が
に
四
回
目
と
も
な
れ
ば
、
会
の
あ
ら
か
た
は
既
に
書
き
尽

く
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
今
回
は
少
し
視
点
を
変
え
て
、「
弦
」
と
他

の
同
人
誌
と
の
交
流
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
中
部
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
活
動

　

一
九
八
六
年
に
中
部
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
発
足
す
る
ま
で
は
、「
弦
」

に
限
ら
ず
同
人
誌
相
互
の
交
流
と
い
う
も
の
は
な
い
に
等
し
か
っ
た
。

結
成
以
来
三
十
五
年
、
中
部
地
方
の
同
人
誌
の
あ
り
よ
う
は
劇
的
な

変
化
を
遂
げ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
他
誌
の
作
品
に
接
す
る
こ

同人誌活動の広がり同人誌活動の広がり

る
情
報
の
共
有
。
会
員
の
作
品
の
批
評
も
掲
載
さ
れ
る
。

　

四
つ
目
は
、
押
し
か
け
お
招
き
合
評
と
称
す
る
合
評
会
。
他
の
同

人
誌
の
方
々
も
交
え
て
忌
憚
の
な
い
作
品
批
評
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
文
学
散
歩
と
名
付
け
た
行
事
も
あ
る
。
名
古
屋
近
郊
の
ホ
テ
ル

に
出
か
け
、
文
学
座
談
会
を
し
た
り
食
事
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
企
画

で
あ
る
。
文
芸
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
小
説
ば
か
り
で
は
な
く
他
の
領
域

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
の
話
を
聞
き
、
見
聞
を
広
め
る
機
会
と
し
て

い
る
。

　

ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
三
田
村
会
長
は
じ
め
理
事
会
、
文
学
賞
委

員
会
、
編
集
委
員
会
、
行
事
委
員
会
な
ど
に
属
す
る
会
員
の
献
身
的

な
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。「
弦
」
か
ら
は
、
五
名
が
そ
れ
ぞ
れ

の
会
で
活
躍
し
て
い
る
。

　
同
人
誌
に
よ
る
批
評
コ
ー
ナ
ー

　
「
弦
」
で
は
中
村
賢
三
代
表
が
、
毎
号
「
同
人
誌
の
周
辺
」
と
題

し
て
中
部
ペ
ン
の
会
員
の
作
品
ば
か
り
で
な
く
、
他
誌
の
批
評
も
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、豊
橋
市
の
「
果
樹
園
」
で
は
今
泉
佐
知
子
さ
ん
が
、

「
同
人
誌
を
ち
こ
ち
」
と
い
う
欄
で
同
じ
く
他
誌
の
批
評
を
展
開
し

て
い
る
。
自
分
の
作
品
が
ど
こ
か
で
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
励
み
に
な
る
と
同
時
に
、
多
く
の
人
に
作
者
と
作
品
を
知
っ
て
も

ら
え
る
と
い
う
意
味
で
も
意
義
深
い
取
り
組
み
と
言
え
る
。
批
評
が

人
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
疑
う
余
地
は
な
い
。

　

全
国
同
人
雑
誌
会
議
と
共
に

　
　

第
一
回
全
国
同
人
雑
誌
会
議
は
、
二
〇
〇
五
年
に
名
古
屋
市
で
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翌
日
、
五
十
嵐
さ
ん
の
案
内
で
多
摩
川
沿
い
の
川
合
玉
堂
美
術
館
を

訪
れ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
る
。

　

特
に
文
芸
思
潮
の
同
人
誌
評
が
、
同
人
誌
活
動
を
し
て
い
る
者
に

と
っ
て
ど
れ
だ
け
励
み
に
な
っ
て
い
る
か
計
り
知
れ
な
い
。
同
時
に

毎
号
発
表
さ
れ
る
作
品
群
は
ど
れ
も
魅
力
に
溢
れ
、
読
む
楽
し
み
だ

け
で
な
く
創
作
活
動
に
力
を
与
え
て
く
れ
る
。
多
く
の
同
人
誌
作
家

が
、
文
芸
思
潮
の
存
在
に
勇
気
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
そ
う
い
う
雑
誌
が
常
に
傍
ら
に
あ
る
と
い
う
幸
福
を
か

み
し
め
な
が
ら
、
全
国
の
同
人
誌
の
活
動
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、

交
流
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
終
わ
り
に

　

同
人
誌
活
動
は
い
つ
も
順
風
満
帆
で
あ
る
は
ず
も
な
く
、「
弦
」

も
何
度
か
い
ろ
い
ろ
な
困
難
に
見
舞
わ
れ
た
。
経
済
的
な
問
題
と
同

人
の
高
齢
化
は
全
国
的
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ん
な
作
品
を

目
指
す
に
し
ろ
、
何
も
な
い
ゼ
ロ
か
ら
言
葉
を
紡
い
で
何
か
を
創
り

出
す
そ
の
喜
び
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
者
は
、
も
う
文
学
か
ら
離
れ
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
社
会
に
向
か
っ
て

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
し
、
知
的
な
好
奇
心
を
育
て
な
け
れ
ば
よ
い

作
品
は
書
け
な
い
の
だ
と
い
う
覚
悟
が
、
老
化
の
進
む
脳
細
胞
を
鼓

舞
す
る
。
全
国
に
物
を
書
く
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
と
い
う
連

帯
感
に
、
大
い
に
元
気
づ
け
ら
れ
る
。
書
き
続
け
る
し
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
／
木
戸
順
子
）

弦の会　〒 463‐0013
　　 愛知県名古屋市守山区小幡中 3-4-27　弦の会
　　　　　　　　 TEL　052-794-3430

開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
村
田
喜
代
子
さ
ん
を
迎
え
、

同
人
雑
誌
に
向
け
て
の
お
話
を
し
て
頂
き
、「
同

人
雑
誌
と
い
う
土
俵
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
た
。
五
〇
〇
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
大

成
功
で
あ
っ
た
。

　

第
二
回
は
二
〇
一
〇
年
、
徳
島
県
三
好
市
で
行

わ
れ
た
。
全
国
か
ら
五
十
誌
、
中
ペ
ン
か
ら
は

十
五
誌
、
二
十
八
名
が
参
加
し
た
。
そ
の
三
年
後
、

同
市
で
富
士
正
晴
全
国
同
人
雑
誌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
、「
文
芸
中
部
」
と
「
弦
」
が
同

人
雑
誌
賞
特
別
賞
を
受
賞
。
中
ペ
ン
か
ら
は
七
名

が
参
加
し
て
交
流
を
深
め
た
。
こ
の
選
考
委
員
の

一
人
で
あ
る
吉
村
萬
壱
さ
ん
か
ら
「
文
芸
中
部
」

と
「
弦
」
の
作
品
批
評
を
直
接
頂
く
機
会
を
得
た
。

こ
の
時
の
ご
縁
で
中
部
ペ
ン
の
文
学
講
演
会
の
講

師
を
お
願
い
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。　

　

第
三
回
が
二
〇
一
九
年
、
池
坊
東
京
会
館
で
開

か
れ
た
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
同
人
諸
家
の
提
言
と
話
し
合
い
」
で

は
、
予
定
時
間
を
大
幅
に
延
長
し
て
熱
心
な
討
議

が
な
さ
れ
た
。
会
議
に
は
中
部
ペ
ン
ク
ラ
ブ
か
ら

二
十
七
名
が
参
加
し
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

た
。

弦弦

　

翌
日
、
希
望
者
に
よ
る
東
京
文
学
館
巡

り
が
、
文
芸
思
潮
の
五
十
嵐
勉
さ
ん
の
案

内
で
行
わ
れ
た
。

　

全
国
同
人
雑
誌
会
議
に
よ
り
、
中
部
地

方
で
の
広
が
り
に
留
ま
っ
て
い
た
同
人
誌

同
士
の
交
流
は
、
一
気
に
全
国
に
広
が
っ

て
い
っ
た
感
が
あ
る
。
遠
隔
地
の
同
人
誌

と
雑
誌
交
換
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

何
よ
り
全
国
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
文
学
を

愛
す
る
人
々
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
勇
気
と
力
を
与
え
ら
れ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

文
芸
思
潮
の
存
在

　
「
弦
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
二
〇
〇
八

年
は
青
梅
市
、
二
〇
一
六
年
は
東
京
太
田

区
民
プ
ラ
ザ
、
二
〇
一
九
年
は
東
京
池
坊

会
館
で
の
表
彰
式
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

誌
上
で
名
前
し
か
知
ら
な
か
っ
た
方
と
直

接
お
会
い
し
て
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が
で

き
る
の
も
貴
重
な
体
験
で
あ
る
。
こ
こ
に

も
文
学
を
愛
す
る
多
く
の
人
々
が
参
集
し
、

い
つ
も
刺
激
を
受
け
て
い
る
。
個
人
的
に

は
二
〇
〇
八
年
、
青
梅
市
で
の
表
彰
式
の
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『海』100 号記念合評会に『弦』などから（押しかけ参加）5名。『海』同人『海』100 号記念合評会に『弦』などから（押しかけ参加）5名。『海』同人
とともに。後列左より、国府・長沼（弦）・宇梶・白井（弦）・白石、前列左よとともに。後列左より、国府・長沼（弦）・宇梶・白井（弦）・白石、前列左よ
り紺谷・山口（富山より）・遠藤・中村（弦）・松島（文炎）り紺谷・山口（富山より）・遠藤・中村（弦）・松島（文炎）

全国同人雑誌会議と共に全国同人雑誌会議と共に同人雑誌の連帯感を励みに同人雑誌の連帯感を励みに


